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　京都府亀岡市は内陸部
にある自治体です。それ
がなぜ海ごみサミットを
開催（2012年）し、いま全国に先駆けてプラスチックごみ
ゼロ宣言を出すまでになったのか、どんな取り組みをする
のかが知りたくて、6月1日に行われたセミナー（主催：容器
包装の３Ｒを進める全国ネットワーク）に参加し、亀岡市環境政策
課長の山内剛さんのお話を伺ってきました。

　始まりは保津川下りの船頭さん！

　京都市の西隣にある人口約9万人の亀岡市。市内を保津
川が流れており、川下りで有名な保津峡を通って京都市に
至って桂川と名前を変えます。
　その保津川下りの船頭さんたちが、景観を守るために
2005年に清掃活動を始めました。2007年 7月には市民、
企業、団体を巻き込んで、流域の環境保全に取り組む「NPO
法人プロジェクト保津川」が誕生し、月1回の保津川クリー
ン作戦を実施してきました。
　　　
　 海ごみサミットから「プラスチックごみゼロ宣言」へ！

　ネットワークの広がりを背景に、2012年に内陸部の自治
体で初めてとなる「海ごみサミット2012亀岡保津川会議」
を開催し、国内外の関係者700名以上が一堂に会して2つ
の宣言を採択しました。
　2013年には、サミットの宣言の内容の具現化を目指し、
15団体が参画して「川と海つながり共創（みんなでつくろう）
プロジェクト」を立ち上げ、亀岡市最大の清掃イベントで
ある「保津川の日」や「こども海ごみ探偵団（環境学習）」
などの活動を行っています。
　2018年 10月 19日に環境省が2030年までに使い捨て
プラスチックごみを25％削減するという目標を提示したこ
とを受け、12月 13日に市と市議会が共同で「かめおかプ
ラスチックごみゼロ宣言」を発表しました。いま、スピー
ド感をもって取り組みを進めています。

　宣言の内容 ( 要点 )

　保津川から海ごみをなくす取り組みをさらに深化させ、
2030年までに使い捨てプラスチックごみゼロのまちを目指
します。そして、自然環境の保全と地域経済の活性化に一
体的に取り組む「世界に誇れる環境先進都市」を実現します。

　 目指す目標

① レジ袋有料化を皮切りに、レ
　ジ袋禁止に踏み切り、エコバッ
　グ持参率100％を目指す。
②「保津川から下流へ、そして海
　にプラスチックごみを流さな
　い」ということを呼びかける。

③ 当面発生するプラごみについては100％回収を目指す。
④ 使い捨てプラの使用削減を呼びかけ、イベントではリ
ユース食器や再生可能な素材の食器を使用。

⑤ 環境に配慮した取り組みを積極的に支援し、「環境先進都
市・亀岡」のブランド力向上を目指す。

　市の取り組みのキックオフ

① 会議では、ペットボトル飲料やプラスチック製ストロー
などを使用しない。

② 公共施設や市庁舎内のレストラン・売店では、使い捨て
プラスチック製品を使用しない。

③ 公共施設にウォーターサーバーを設置して「亀岡のおい
しい水」を提供し、ペットボトルを削減する。

　先導的プロジェクト

① マイバッグ100％めざそうプロジェクト
　2019 年 4 月 11 日に「宣言」の具体化を目指して、
34企業・団体で「世界に誇れる環境先進都市かめおか
協議会」を設立、レジ袋禁止条例などを協議。5月29日、
市とスーパー 6社の間でレジ袋有料化に関する協定を
締結。8月 20 日、レジ袋有料化スタート。2020 年度
にレジ袋禁止条例を制定・施行。

② リバーフレンドリーレストランプロジェクト
　市民へのプラごみ削減の意識の浸透を図るため、使い
捨てプラを使わない飲食店を「リバーフレンドリーレス
トラン」に認定し、プラごみ削減を実践する市民に特典
を付与してもらうというもの。2020年度の実施を計画中。

③ いつでも、どこでも「亀岡のおいしい水」プロジェクト
　ウォーターサーバーを設置している店舗を「亀岡のお
いしい水」の給水スポットとして活用することによって、
マイボトル持参を促し、ペットボトルを削減。

④ プラごみゼロでまちのしごと応援プロジェクト
・豊かな自然環境を守り、保津川下り、トロッコ列車、
湯の花温泉などの観光産業を振興。

・オーガニック野菜など美味しい亀岡の農産物のブラン
ド力を高め、農業を振興。

「プラスチックごみゼロ宣言」を出した
亀岡市の取り組み

2030年までに

「使い捨てプラスチックごみゼロのまち」 を目指す  ！
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